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20)  3) と同じ
　以上の研究は、基盤研究 (A)「初期遊牧国家の比








































































































































































































































「山咲 ( わら ) い」、「草木ものをいう」感性の世界
であり、そこはまた「文字を必要としなかった人々
の生と死をめぐる感情や意識の横溢する世界」が






無数の地名 ( 主として自然地名 ) によって探りあて



















































































( 日本人 ) が生活の基本としていた自然観や生命観





























証されたデータ ( 踏査資料 ) が不可欠であり、これな
くしては「重ね取り」も共通項の抽出も、ただ宙を

























　さて、地点名 ( 発祥の地 ) としての山口は、いった
いどこに想定されるであろうか。この謎解きの手順





















「民俗と地名」の「二 地名解説」[ 山口市 2015: 
65-90] と、『地名は警告する 日本の災害と地名』[ 谷



















【山口 ( やまぐち )】 　山口という地名の由来はど
こに求めればよいのであろうか。「一本の道が山の






町付近 ( 図 1) に求め




















































　中沢は『僕の叔父さん 網野善彦』[ 中沢 2004] で、



















流方向 (野口堤 )と石碑 (矢印 )

















































































































































































孝徳天皇紀 大化 2 年正月甲子朔条に、郡の規模を











囚郷 ( のちの椹野荘 )、
賀
か ほ う








































き い じ ょ う
肄城のラインと、筑後川水系をつなぐ交通の要衝



















































お た び し ょ
旅所のあ
るところを「八























































北 ) 方向を表し、「オージ」といえばヨコ ( 東西 ) 方
向のイメージがあったのかもしれない 17)。
　ちなみに、現在では「小路」と書いて「コージ」












川地域の休石 ( 図 6) は、
嘉川～棯
う つ ぎ お の
小野～小野へ抜ける道筋 ( 図 7) にあり、






た吉敷地域に残る休石 ( 図 8) も、佐
さ さ な み
々並へ抜ける















































































野下、三ノ宮の踏切付近に「休堂」( 図 10) という
地名が残っており、そこは現在、ＪＲ山口線が走り
痕跡はなにも発見できないが、『防長風土注進案』( 山
口宰判 , 上 ) の仁
に か べ
壁神社の項、末社 ( 豊玉姫を祀る )
にかかる説明のすぐ後には、「此御旅宮ハ金




除地なり」[ 山口県文書館等 1983c: 11] と
記されており、そこにかつて式内社の仁壁神社 ( 図
11)20) の茅葺の御旅宮 ( 図 13) があったことが分か
るからである。
　同じく宮野地域大






原天神 ( 図 14)21) が鎮座し、その南に延びる
正面参道の先には「御
おやすみどう
休堂」( 図 12) という小字が
ある。そこには神輿を置く梅鉢の紋が浮き彫りにさ


























































川地域の宮の原には「休殿」( 図 16) という小字が













【厄 ( 疫 ) 神 ( やくじん )】　　大
殿地域に鎮座する八坂神社は、長































花 )、白石 ( 糸
いとよね
米 )、平川 ( 黒川・吉田 )
疫神　　宮野 ( 七
ななふさ

























する [ 小松 1977:46]。また三基の神輿をかつぐ駕
輿丁はすべて鳥兜 ( 鳥烏帽子 ) をかぶくが、これは





八王子　　宮野 ( 河原 )、大内 ( 大内御堀 )
王子　　　仁
にほ(によ)
保 ( 仁保下郷 )
王子の元　大
お お ち
内 ( 大内矢田 )



















る。いずれにせよ厄 ( 疫 ) 神も八王子も、人々の祈
りの痕跡が地名になったものである。






































































































































記録が、『防長風土注進案』( 山口宰判 , 上 )、『防長
寺社由来』第 3 巻の小鯖 ( 鰐
わになき
鳴 ) 八幡宮 [ 山口県文
書館等 1983c:237-238; 山口県文書館 1983a:294]、
赤崎神社 [ 山口県文書館等 1983e: 331; 山口県文書























お じ ょ う し み ち























【石風呂 ( いしぶろ )】　　まれに姓にもなっている
この地名は、旧山口市域では「石風呂」というも
ののほか「風
ふ ろ が え き
呂ヶ浴」、「風
ふ ろ の く ぼ
呂久保」、「風
ふ ろ の し た
呂ノ下」、
「風




























た [ 山口市 2015: 84-90]。筒井功はその著作の中で、
風呂のつく地名に石風呂があったと断言することに































































( 宋 ) 歴のある人物であるとすれば、海の向こうか
ら来た技術であるということだけは認識されていた
のではないか。通説では朝鮮半島由来とされている。






たとし [ 印南 2005]、筒井功も同じ入浴でも蒸気浴
と温湯浴は、時代的には秀吉の頃まで区別されてい









村 [ 山口県文書館 1983b: 224] と岸見村 [ 山口県文
書館 1983b: 422]、及び『防長風土注進案』「大島











































































【銭湯小路 ( せんとうしょうじ )】　　入浴の習俗に
ちなむ地名としては、大殿地域 ( 図 23) に銭湯小







鼓 ( 小型の鰐口 ) で、円政寺の境内地にあっ




銭湯小路、久保小路界隈 ( 図 24) に集住したことが
図 23　竪小路（大殿地域）付近
中央を木町から太
















嶺太神宮御鎮坐伝記」[ 山口市 2010: 340-345]
にみえる。現在の銭湯小路には、阿弥陀堂という小






















ど心あるべし」[ 堀 1952: 1176] とみえ、筒井は「銭
湯がいつ出現したかはっきりしないが、寺院での入
浴に対してなにがしかの布施を包んでいたことが起

















こ け つ ご う
頡剛の『ある歴史家の生い立ち 
古史辨自序』[ 平岡 1953] のことが念頭に浮かんだ。
『古


































































の学問」(『折口信夫全集 第 16 巻 民俗学編２』折口








時代の人々 ( 日本人 ) が生活の基本としていた自然
観や生命観や他界観を問い直すところにあるように



































































































































その図には「翁哥里（筆者注：Weng Ge Li( 現代中国
語音 )）」とある [ 山口県文書館等 1983e: 1]。
15)「クミジ」についての詳細は『民俗編』[ 山口市
2015] の第 1 章「二　地名解説」における伊藤の解
説 [ 山口市 2015: p.65-66] および第 5 章「一　暮ら
しの言葉と『場』」における筆者による解説 [ 山口市
2015: p.490] を参照されたい。
16) 第 1 章「2 地名解説」における伊藤の「ショウジ」

























案』（山口宰判 , 上 , 恋路村）には建久 6 年（1195）
の古文書を引き、この地域の四至を記した箇所に「辰
巳角字越道山峯」とある、「越道」の転訛であるとい


















































































































































































































1, 2, 4-6, 8, 11, 13-15, 17, 18, 24-26.　筆者撮影 (2017. 
3. 26 撮影 )
3. 「山口」二万分一地形図山口近傍七号　明治 32 年測












19. 「山口」二万分一地形図山口近傍七号　明治 32 年




21. 藤谷佳子氏撮影 (2017.2.27 撮影 )
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先生も 2016 年 6 月 26 日に常世の国へと旅立たれまし
た。私事となりますが、私の狂言の師匠も本年 3 月 1
日に逝かれました。50 歳の節目、まことに人生の節目
にめぐり合わせたものです。このレポートが追善と報
恩とになればしあわせます。
